
新潟県立西新発田高等学校「学校だより」 創刊号 平成 25年９ 月

電 話 0254-22-2009

澄みて 輝く
表題「澄みて輝く」は校歌「澄みて輝く 加治川阿賀野」の一節です。
本校生徒が加治川のように、心澄み輝くことを願ったものです。

創刊によせて
校長 高島 徹

朝晩の吹く風に秋の訪れを感じる季節とな

りました。皆様におかれてはご健勝のことと

お喜び申し上げます。

本校は明治 36 年北蒲原郡立新発田高等女

学校として設立され、今年創立 111 年となる

県内有数の伝統校です。新発田市のシンボル

「あやめ城」近くに位置し、卒業生約一万九

千名余りは、県内はもとより広く海外でも活

躍しております。

本校の生徒たちは、教育目標である「自主

実行」「寛容礼節」「合理想像」を目指し、日々

学習や部活動、生徒会活動などに励んでいま

す。また、教職員は生徒に寄り添い、学力の

向上や豊かな人間性を備えた生徒を育てるた

め、熱心に教育活動を行っています。

そういった西高生や教職員の頑張っている

様子、学校での出来事を紹介し、地域の皆様

から本校へのご理解とご支援をいただくこと

を願い、この度「学校だより」を創刊するこ

ととしました。

今年度の学校重点目標の一つに「地域の教

育力を活かす開かれた学校づくり」を掲げて

おります。地域ボランティアなど積極的に取

り組むとともに、皆様から本校へのご意見・

ご提言をぜひお寄せください。真摯に対応さ

せていただきます。

終わりに、皆様のご健勝を祈念申し上げ、

創刊のご挨拶とさせていただきます。

〈校章の輪郭は八咫(やた)の鏡（姿だけでなく心を映す）を
表し内側のそれはあやめ城のあやめを図案化したもので
す。〉

２ 学期がスタート
８月 29 日（木）２学期の始業式が行われま

した。夏休み中大きな事故もなく、全校生徒

が元気にそろいました。

賞状伝達、校長講話の後、進路指導部から

就職試験を間近に控えた３年生への面接指導

が、また、生徒指導部からは挨拶の励行と正

しい制服の着用が指導されました。

部活動の賞状伝達者は以下のとおりです。

○下越支部バドミントン大会

男子ダブルスＢ 第３位

3-4 黒﨑健太・3-4 佐野研多

男子ダブルスＣ 第１位

2-4 安藤 渉・2-4 山田拓人

○しばたナイター陸上競技大会

高校・一般女子 円盤投げ

第１位 1-2 山﨑由佳

○猿橋中学校地区ソフトボール大会

第１位 西新発田高校

（裏面に続く）



中学生体験入学
８月 28 日（水）本校の体験入学を行いまし

た。来年西高を受検したい、あるいは受検を

考えている中学生と保護者を対象としたもの

で、生徒は昨年に比べ 34 名多い 129 名が、保

護者・引率教員を含めると 161 名の参加でし

た。４つの班に分かれ体験授業、校舎見学、

部活動見学等を行いました。

体験入学に訪れた生徒たちには、来年西高

生となって、新しい伝統をつくって欲しいと

思います。

最初に学校の全体説明を受けました。

体験授業「情報」ではワープロの早打ち

に挑戦しました。

「国語」では漢文の読み方を学びました。

朝の玄関指導始まる
９月２日（月）より朝の玄関指導が始まり

ました。全職員が当番で、生徒に対し「朝の

挨拶」「スカート丈・ズボンのはき方等の服装」

の指導を行っています。５日には PTA の役員

も参加し、挨拶運動を行いました。

挨拶の励行・正しい服装は、学校生活の基

本です。学校では今後継続的に指導を行って

いきます。

部活動の活躍
男子バスケットボール部が、春季下越地区大

会初優勝・県総合体育大会３ 位の快挙

現３年生が入学した２年前の春、男子バス

ケットボール部の上級生はたった３人でした。

そこから再起に向け、選手たちは厳しい練習

に耐え、少しずつ実績を積み重ねてきました。

そして今年、春季下越地区大会で初優勝し、

６月の県総合体育大会では３位というすばら

しい結果を残しました。

選手の頑張りはもちろん、監督・顧問・コ

ーチ・保護者会など全ての力で勝ち取った栄

冠でした。


